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名古屋本社：石田

船員の数と国籍：世界には何人の船員がいる？

フフ ッ ト サ ル

昨年８月に活動を開始した我らジャパトラFCを紹介させていた

だきます。活動は主に祝日にしておりますが、もちろん平日夜も

活動しています。メンバーは・・・

・FW ゴットフィンガー　石山　信嗣

・MF ラガーマン　蜂須賀　智哉

・MF パトリオットミサイル　小椋　伸

・DF 情熱大陸　Tommy　松野

・GK 守護神　　柏倉　周吾サンチェス

・チアリーダー兼キャプテン　柳原　小鳥

ジャパトラFCに興味のある方、対戦してみたいチームは是非 ご連

絡ください。お待ちしております。 まだまだ若いチーム ですが、

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

商船に乗組む船員の数は、世界中で約120万人ほどです。この内、船

長や機関長、航海士や機関士などの船舶職員が約40万人、甲板（こう

はん）員や機関員などの部員が約80万人です。船の国籍にもいろいろ

あるように、船員の国籍もさまざまですが、船の数が多い国だから船

員の数が多いということではありません。一番多いのがフィリピンの

23万人、次いでインドネシアと中国が約8万人、トルコ6万人、ロシ

アとインドが5万5,000人と続きます。（BIMCO／ISF資料）こうし

た国の人達にとって、船員の給与は自国の他の職業よりも恵まれ、世

界各国に行くことができるなど、魅力のある職業となっています。一

方、日本の外航航路の船員（外航船員）数は、1978年には4万4,00

0人を超えていましたが、日本経済の高度成長に伴って給与水準が高

くなってくると、だんだん外国人船員にとって代わられるようになり、

今では船舶職員を中心に5千人程度まで減ってしまいました。これは、

他の先進国でも同じ傾向にあります。日本の船会社が運航する船舶は、

パナマ籍船が最も多く、これに日本人船長や機関長などの船舶職員と

フィリピン人などの部員が一緒に乗組む混乗船（こんじょうせん）と

いう形態が一般的です。乗組員の数が1,000人もあるような豪華客船

では、乗組員の国籍が30カ国を超えることもあります。

かわら版『情熱羅針盤』の原稿を取りまとめている武内です。

おかげさまで来月 3 年目を迎えるかわら版は、毎月名古屋本

社と東京支店をテレビカメラでつなぎ、メンバー 5 人でミー

ティングを行い作成しています。お客様からいただく感想を

励みに、さらに充実した内容になるよう取り組んでまいりま

す。プライベートでは、最近手作りにはまっていて、パンを

作ったり、アロマグッズで化粧品を作ったりしています。ど

ちらもとてもいい香りで癒されます。かわら版を通し、お客

様と弊社の架け橋の一端を担えればうれしく思います。よろ

しくお願い致します。　　　　　   　　     名古屋本社 : 武内

Employee‛s Profile

東京支店には和室とカウンターバーがあり、時々ワイン

パーティーを開いています。ご興味のある方は、お気軽に

弊社営業担当者までお尋ねください。

東京支店でワインパーティー

タ　イ　出　張　レ　ポ　ー　ト

フットサル　対 戦 相 手 募 集 ! !

タイ出し、アメリカ向けの三国間貿易船積みの引き合いを頂いたため、お客様の現地工場へお邪魔してきました。

人生発の海外一人旅、そして、入社発の海外出張に慣れない英会話が加わり最初はどうなることかとあたふたして

いましたが、タイに着いてみると、そのおおらかな雰囲気もあってか、何とかなるような気がしてきました。タイ

入りした翌日、早速タイ代理店（タイ人）の営業とブッキング窓口業務の２人に同伴してもらい、お客様の待つ工

業団地を訪れることに。その工業団地は、宿泊先のホテルからおよそ100KM離れた場所に位置しており、バンコ

クからはEXPRESS WAY(高速、片側３車線で殆どが高架されている）を走ること約1時間。ようやく目的の工業

団地の入り口を発見。周りはボロボロの露天がまばらに立ち並び、いかにもタイの原風景と言った感じ、と思いき

や、急に巨大な看板と共に近代的に整備された幅広の道路が延々とまっすぐ工業団地内へ向かって伸びていました。

また、鉄道も工業団地を横切るように延びており、そこには海上コンテナを積載したなが～い列車が。スケールの

大きさは、日本の工業団地とは比べ物になりません。工業団地の中央を走る主要道からは、何本もの支道が伸びて

おり、今自分がどこを通過中なのか全く分かりません。また、工業団地はいたるところが工事中で、どんどん増設

している状態で、団地のスタッフでさえ建設中のものは、どこにどの企業さんの工場を建てているのか把握出来て

いないほど。道を尋ねつつ、ようやくお客様の工場に到着し、早速打ち合わせに。打ち合わせを終えて玄関へ向か

うと、外にはタイ人が何人も日陰で涼んでいます。しかも相当くつろいでいて、皆何かを記入している様子。興味

本位でお客様に「御社の現地スタッフの方ですか？」と尋ねると「いや、彼らはうちで働きたいので応募しに来た

人たちだね～。」とのお答えが。なんでも、工場で働きたいと思う人は、門のところに応募用紙が置いてあるので

それに記入して提出していくんだとか。タイではごく普通の風景のようです。翌日に見学したLAEM CHABANG

港にも、これまた前日に訪れた工業団地に勝るとも劣らない広大な工業団地が併設されており、その先にGATEら

しきものが、背後にはTERMINAL毎に色分けされた何機ものガントリークレーンが。セキュリティーもしっかり

としており、GATE横のOFFICEに立ち寄ってパスを出してもらえなければ、警備員がGATEを開けてくれません。

港自体の敷地も非常に広大で、東京ドームが何個入るのか想像すらつ

きません。また、TERMINALへの鉄道の引込み線もまじかに見るこ

とが出来ました。とにかく、タイは都市部や工業団地などの外国資本

の入っている箇所は非常に近代化しており、それ以外の郊外はまだま

だローカル色が強い、いかにも西洋人が好む混沌とした感じです。タ

イに限らず三国間貿易でお困りのお客様、是非弊社へ一度お声がけ下

さいませ。必要であればすぐに現地へ飛ばせて頂きます！皆様からの

お問合せをお待ち申し上げております！　              
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